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 【研究方法】   
 実験には 8 体の新鮮凍結死体肩を使用した。肩甲骨を肩甲胸郭関節から、鎖骨を肩鎖関
節でそれぞれ離断し、上腕骨は三角筋付着部以遠で切断した。皮膚、皮下組織、三角筋は
除き、腱板、関節包、烏口肩峰靱帯、烏口上腕靱帯は温存した。腱板断裂や変形性関節症





の計測には三次元磁気動作解析装置（3 SPACE FASTRAK, Polhemus, Colchester, 
Vermont）を使用した。前腕軸に平行に方向性を定めたカーボン棒を上腕骨に垂直に挿入
し、肩関節内外旋測定時の指標とした。                       
 
図 1 実験シェーマ 
 
 本実験では、3 種類のサイズの肩甲下筋腱断裂モデルを作製した（図 2）。肩甲下筋腱小
結節付着部の上外側に底辺を上にした 10×10mm、20×20mm、30×30mm の 3 種類の
三角形状の腱欠損を作製し、それぞれを cut1、cut2、cut3 とした。肩甲下筋腱は金属製
のアンカーと#2 エチボンドを使用して小結節に修復した。Cut1 はアンカーを 1 本、cut2






方への挙上、外転は肩甲骨面から 30 度後方への挙上、伸展は肩甲骨面から 90 度後方への
挙上とした。水平外転、水平内転は、外転 60 度からの水平面上での外転、内転とした。




重比較検定を行った。危険率 0.05%未満を有意差ありとした。             
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論文題名 
Glenohumeral joint motion after subscapularis tendon repair: an analysis 
of cadaver shoulder models 
（肩甲下筋修復後の肩甲上腕関節可動域：死体肩を用いた検討） 
結果の要旨 
 肩腱板断裂は日常診療で比較的よく遭遇する疾患の 1 つである。肩甲下筋は腱板筋の 1
つである。肩甲下筋に対する手術の臨床成績は概ね良好であると報告されている一方で、
術後に肩関節外旋可動域が減少するという報告があった。肩甲下筋の断裂サイズが術後の
肩関節可動域に影響を及ぼすと考えられるが、その詳細について調査した報告はなかった。
本研究では様々な肩甲下筋断裂モデルを作成し、断裂サイズによる肩関節可動域への影響
を調査した。本研究の結果から 1) 肩甲下筋断裂の術後には水平外転とすべての肢位での外
旋可動域が低下すること、 2)挙上、屈曲、伸展、外転、水平内転、内旋可動域には影響が
ないこと、3)肩甲 下筋断裂のサイズが大きくなるにしたがって水平外転と外旋可動域は段
階的に減少することが明らかとなった。本研究はバイオメカニクス研究により、肩甲下筋
断裂の術後の影響を、肩関節の基本的な運動について全て調査したことに意義があると考
える。以上の研究成果により本研究論文は博士論文に十分に値するとの評価を行った。 
 
 
 
 
